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・１「近・現代の考古学」とは？

そもそも、考古学とはどのような特徴の学問なのでしょうか。そのなか
で「近・現代の考古学」とはどのような位置づけになるのでしょうか。ま
ず考えてみます。

•２近・現代の考古学の事例－注目される成果から－

列島内での近・現代遺跡の発掘調査や、出土遺物の研究の事例について、
そのあゆみや注目されるものを紹介します。

•３近・現代の考古学と京都大学構内遺跡

京都大学構内において、近・現代の考古学の対象とされてきたものには、ど
のようなものがあったでしょうか。これからの課題も含めて紹介します。
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1.1 そもそも、考古学とはどんな学問なのだろう？

「考古学は過去人類の物質的遺物に拠り人類の過去を研究するの学なり」
濱田耕作 『通論考古学』1922年、1984年雄山閣から復刻、2016年岩波文庫化

👉包括的定義

・人類出現以降の過去（現在以前の）
を扱うという点で広義の歴史学

・人類を扱うという点
では人類学でもある
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肝は研究材料、「過去人類」にかかわる「モノ」（物質的資料≒遺構・遺物）

濱田耕作
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👉それでは、考古学はどの時代まで扱うのでしょう？

一般には「古い」ものを扱うイメージですが・・・

＊ちなみに考古学は英語でArchaeology
→ギリシャ語の古物を意味するアルカイア＋学問
などを意味するロゴス、に由来しています

濱田耕作『通論考古学』1922年より

濱田耕作は・・・
定義に厳密に従えば現代
までだが、考古学が活躍
できる時代は文献史料の
不足する時代である、と
説いています。
しかし同時に、それは地
域や民族、分野によって
一定するものではない、
とも認識していました。
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👉同時代の文献史料が豊富な時代や地域を取り扱う研究は「歴史考古学」とも呼ばれます

①「文書記録に残らない側面の研究」
（記録にとどめられない非政治的な出来事－－日常生活、流通、信仰等々）

②「文書記録における主観や誤りの修正」
（記録が必ずしも正しいものとは限らない－－検証と修正）

＋α「実物資料」のもつ訴求力影響力（研究資料とは別の側面・歴史時代には限りませんが）

→日本では、おおむね飛鳥時代（≒西暦７世紀代ころ）以降。
近・現代の考古学も歴史考古学に含まれることになります。

→先史時代（文字史料のない時代）と、基本の方法は何ら変
わることはありません。

しかし、文字史料の豊富な時代について考古学
の研究が果たす重みや役割は、考古資料のみが
手がかりとなる時代のそれとは当然異なります。

👉「歴史考古学」の役割と意義は、どんなところにあるのでしょう？

奈良文化財研究所監修『日本の考古学』2005年より

『発掘された平城2017/2018』2019年より

半世紀以上にわたり学術調査が継続されて
いる平城宮跡をはじめとした古代都城や、
そこに関係する技術や生活文化の研究成果
などは、その好例と言えます。

復元朱雀門前の朱雀大路側溝の調査と出土した祭祀具
役割と意義は近・現代が対象でも同じですが・・・ 5



ちなみに日本ではおおむね、
近世：江戸時代（1600頃～）
近代：明治以降（1868～）
現代：昭和20年頃以降（1945頃～）

1.2 近・現代の考古学の位置づけ

②発掘調査による検証や、型式学的な遺物研究の比重が低い

①圧倒的な物質量情報量が存在する
これは、あくまで政治や社会体制の違いに
もとづく時期区分で、考古学の成果とは全
く関連しません（それも課題ですね）

縄文/弥生/古墳の区分とは違います

👉歴史考古学の範疇でありながらどこが特異なのでしょう?

→「考古学」と言いながら、かかわる人たちや手法、対象範囲が多様で広い

近代化遺産の記録や研究をおこなう「産業考古学」や、近代以
降の戦争関連遺構をおもな対象とする「戦跡考古学」と呼ばれ
るような活動とも関連しながら、ひろく市民の歴史活動として
も展開されていることが、大きな特徴と言えます。

③しかし、現代に生きる私たちとの距離感は近い（親近感）

→機械化にともなう大量生産、素材の多様化、文書以外に画像や映像も出現

→製作地や年代情報が存在する遺物や、現存している構造物が対象とされる
割合が圧倒的に増加
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👉近・現代の遺跡や遺物は「埋蔵文化財」としてどのように扱われているのでしょう?

発掘対象が無限にひろがってしまう

膨大な種類と量の出土遺物をどうするの

★埋蔵文化財として扱う範囲に関する原則
①おおむね中世までに属する遺跡は、原則として対象とすること。
②近世に属する遺跡については、地域において必要なものを対象とする
ことができる。
③近現代の遺跡については、地域において特に重要なものを対象とする
ことができる。

＜1998年の文化庁次長通知より抜粋＞

つまるところ・・・
近世以降の遺跡を調査の対象とするかどうか、文化財として認定するかど
うかは一律ではなく、地域のわたしたち、直接には調査を担当する自治体
や機関、現場の担当者の判断に委ねられていることになります。

今回の展示は、そうした判断の産物なのです。
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👉実際の発掘現場ではどのような状況か、ちょっと見ておきましょう
（2012年・病院構内の調査から）

①通常、発掘は新しい時代から遡
るように、上の層から下の層へと掘
り進めます。
最初に、大学設置以前の時代の地

層までの表土・撹乱（ひょうど・か
くらん）を、埋積する瓦礫や残って
いる基礎などとともに、機械の力を
利用して取り除いていきます。
近現代の遺構や遺物は、この段階

で見つかることになります。

②ここでは機械掘削中に、表土中に大量の陶磁器が埋まってい
ることが判明しました（左）。
周囲の瓦礫を慎重に掘削していきながらいくつかを採集し、急

ぎ洗ったところ、文字やマークがあるさまざまな食器が含まれて
いることがわかりました（右）。
大学や病院にかかわる重要な資料と判断されましたが、すべて

を持ち帰ることは難しいので、バラエティに注意しながら若干量
をサンプルとして持ち帰り、検討することにしました。

③機械掘削による表土・撹乱の除去は
そのまま進み、大学以前の地層（おおよ
そ幕末～明治期前半）の上面が調査地全
体であらわれてきました。
機械では除去できなかった煉瓦積みの

地下通路のような構造物（★）も見つか
りました。
詳細な年代は不明ですが、かつて共同

溝として利用されていたようです。こう
したものも、「近・現代の遺構」と言え
るでしょう。

一部を今回展示しています
8
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日本考古学の黎明期である大正～昭和初期においても、近世や同時代の遺物
を対象とした考古学的な視点での研究は、墓標などの石造物を対象としたも
のや、土器作りの民俗調査の報告などは、すでに行われていました。

『吉利支丹遺物の研究』
（京都帝国大学文学部考古学研究報告第七冊）1926年より

島田貞彦「山城幡枝の土器」『考古学雑誌』21-3,1931年より

総
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れ
て
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す
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『日本考古学協会第35回総会研究発表要旨』1969年より

櫻井準也「近・現代」日本考古学協会編『日本考古学・最前線』2018年より

しかし、近世考古学をひとつの分野として学術的に
も確かなものとするべきという提唱がされたのは1969
年。そして、1970年代以降、開発に伴う埋蔵文化財の
事前発掘調査の件数増加と連動して調査事例や資料も
蓄積され、分野として確立して現在に至っています。

近・現代の考古学的な研究については、学会として
認識していこうという雰囲気が形成されたのが1990年
代以降、おおむね平成に入ってからといえます。前述
の1998年の文化庁通知にもあるように、近代以降は特
別な重要性を求められることもあって、現在でも通常
は調査の対象とはなっていません。
しかし、近年は観光資源としての「近代化遺産」活

用の関心高まりもあって、その整備に考古学的な発掘
調査も実施されるなど、事例は増加しつつあります。 10



👉注目される事例１（あくまで私（伊藤）の関心ですが）：東京都汐留遺跡（旧新橋駅）

『季刊考古学第72号』2000年８月より

1991年から10年間にわたり発
掘された、日本最初の鉄道の駅。
近代化に関連する遺跡の大規模
で本格的な調査は、近・現代の
考古学の必要性と重要性をひろ
く伝え、研究への関心を高める
機会となりました。

2000年代以降になると、
近・現代を対象とする
学術誌の特集や研究書
も増えてきます。

福田敏一『新橋駅の考古学』2004年５月

下層には江戸時代の大名
屋敷群が埋もれています。

汽車土瓶は京都大学の本部
構内からも出土しています。

旧新橋駅の駅舎基礎や
プラットホームの一部
は国指定史跡として保
存され、現地に復元さ
れて歴史展示室として
公開されています。
https://www.ejrcf.or.jp/shinbashi/
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👉注目される事例２：群馬県富岡製糸場

日本の近代化遺産として、
世界遺産にも登録された富岡
製糸場は、その整備に積極的
に考古学的な発掘調査を実施
し、成果の活用が進められて
いることが注目されます。

富岡市で開催された展示会の広報チラシ：2015年

文書や写真からは詳細にうか
がえなかった施設の造営技術
や、製糸場にかかわっていた
人たちの日常を知らせる資料
群が出土しています
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👉注目される事例３：兵庫県神戸市旧外国人居留地遺跡・灘五郷酒造関連施設群

三宮の官庁街の地下に、明治期に輸出
された茶葉の加工工場の基礎が残されて
いました。レンガをはじめ、目地や床の
モルタルなども含めた材質分析など、多
面的な検討が報告されています。

レンガは、刻印などから
製作地が特定できるもの
も有り、流通の手がかり
となります。また、製作
技法や積み方など研究の
蓄積が厚い遺物です。

神戸では、幕末期に開港され
開発が進んだ三宮地区一帯の旧
外国人居留地や鉄道・港湾施設
跡、また「灘五郷」として知ら
れるような近世以来の酒造関連
施設がひろがる地区（魚崎郷・
御影郷・西郷など）が、遺跡と
して登録されて発掘調査が行わ
れています。

阪神淡路大震災により多くの酒蔵が倒壊
廃業した現在、遺存する地下構造部の調査
は、伝統的な酒造技術を記録伝承していく
上でも重要な作業となっています。

神戸市教育委員会『旧外国人居留地遺跡発掘調査報告書』2011年より
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👉注目される事例４：広島被爆遺構・国立ハンセン病療養所の調査

広島市では、平和記念公
園一帯で、被爆遺構の保存
や、以前の街並みと生活文
化の復元が発掘調査も含め
て進められています。

報告書も含めたすべての発掘情報は
「ひろしまWEB博物館」でも公開さ
れています
http://www.mogurin.or.jp/

毎日新聞大阪版朝刊2017年１月20日の記事から

毎日新聞東京夕刊web版2016年12月22日の記事から

療養所の開所時に築かれてい
た大規模な堀が発掘調査に
よって姿を現しました

こうした「かつての日常」
や「負の遺産」と言えるもの
の可視化と記憶の継承という
点でも、考古学的な調査は大
きな役割を果たしていると言
えます。
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3.1京都大学構内での現況

今回の展示遺物が出土している発掘調査も含
めて、京都大学構内では、近・現代の遺跡を主
目的にした発掘調査は行われたことはなく、大
学設置以前の時期を対象とすることを原則にし
ています。
しかし、さきに病院構内の事例を紹介したよ

うに、大学あるいは地域の歴史に重要と判断さ
れる遺構や遺物に遭遇することがあります。ま
た、時代の推移や研究の深化によって、後世に
は歴史的に重要と認識される可能性は否定でき
ません。
そうした事情を考慮して、どのような調査で

も可能な限りで学術的な記録や資料を確保でき
るような意識で発掘を行い、明らかに重要度の
高いものは、近世以前の遺跡と同じ精度の調査
を及ぼす方針で常に調査に臨んでいます。

👉興味深い事例いくつか
（いずれも『京都大学構内遺跡調査研究年報』に報告されています）

①戦時下の大学を彷彿とさせる陶製模擬手榴弾の出土

2002年、本部構内の百周年時計台記念館改修に付随し
た工事の際に、大量に掘り出されました。全く同じも
のが信楽に保管されており、形態から練習用の陶製模
擬手榴弾とみられます。
第二次大戦中には大学でも軍事教練が科目として行わ
れていましたが、それに使用されたものでしょう。
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②三高創設時の寄宿舎遺構

古賀秀策「京都大学本部構内AX25・AX26区の発掘調査」
『京都大学構内遺跡調査研究年報 1995年度』1999年より

『京都大学建築80年のあゆみ』1977年より

本部構内中央の文学部校舎の建て替えで、方70㎝程度で割栗石を充
填した柱列が東西に長く見つかりました。明治22年（1889）に竣工し
た木造寄宿舎東半の基礎列と想定されます。東西に長大な木造三階建
てであったと言われていますが、120m以上の規模であったことがわか
りました。旧制高校創設当時の建造物について、詳細な情報を把握す
るための貴重な事例と言えます。
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③時計台北側謎の煙突

『京都帝国大学史』1943年より

2002年の百周年時計台記念館改修にともなう発掘調査では、北側に
あった煙突の基礎や、大正14年（1925）建造の時計台の前身建物であ
る帝国大学本館の基礎と思われるものも見つかりました。
煙突は、北側にあったボイラー室に付属するもので、昭和29年

（1954）頃の写真までは黒煙を上げる姿が確認できますが、詳細はわ
かっていません。暖房等に利用されたとみられますが、環境や景観へ
の意識が現在と異なっていたことがうかがわれます。

こちらは、時計台に先行
して建っていた帝国大学本
館の基礎とみられます。

岡山県備前産の耐火煉瓦
が幾重にも重ねられた頑強
な煙道が残っていました。
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④吉田キャンパス以外の遺構

宇治キャンパスは旧陸軍
の敷地を1949年に譲り受け
たもので、火薬製造所の跡
地でした。発掘調査は行わ
れていませんが、建造物と
して当時の施設の一部が残
されています。

『碧水舎』2018年京都大学化学研究所発行のパンフレットより

京都府京丹波町所在の農
学部附属牧場は、旧海軍の
敷地でした。弥生～中世を
中心とする美月遺跡として
知られていますが、上面か
らは兵舎跡とみられる方形
建物の柱穴列が確認されて
います。

清水芳裕「京都府美月遺跡の発掘調査」
『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和56年度』1983年より 18



👉これから調べてみたいこと

『京都帝国大学史』1943年より
『京大広報』№168,1978年より

1975年撮影の空中写真（国土地理院CKK7415-C5-18より）

明治30年代以降、帝国大学設立に伴い構内のインフラ整備も
大規模に進められました。給水は昭和時代まで比叡山麓の白川
からはるばる給水し吉田山上で貯水したものが利用されていま
した。日本の近代化とともに作られてきたこのような施設は、
急速に失われ忘れられつつあります。地域の歩みとも密接に関
連するこうした大学インフラ関連の遺構や遺物を調査しながら、
その歴史や意義を考えていきたいと思っています。

都市計画図に残る吉田山上の「京都大学水源地」の記載

『京都大学施設部のあゆみ』1998年より
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3.2これからの課題と展望

今回の展示にみるように、京都大学構内から出土する近・現代の遺物も蓄積が進んでおり、
分析の視覚をさまざまに設定して、興味深い研究成果を導き出すことが可能になってきている
と言えます。

ただ、ここで垣間見ていただいたように、調査の事例はいくつもありますが、体系的なもの
ではありません。また、地域や大学の歴史資源としての活用も、緒に就いたばかりと言えます。
各地の先行事例を参照しながらまだまだ研鑽を重ねることが課題です。

そして、近・現代の歴史的に重要と認定されるもののみに限定されることが、行政的な発掘
調査成果に多くを依拠している現在の日本考古学での実情と言えます。しかし、京都大学構内
は、それ自体が100年を超える歴史を有するキャンパスの歩みの場として、地域にも重要な影
響を与えながら歴史を刻んできた空間です。文書ではこぼれ落ちる部分をすくい上げる考古学、
という特性を活かしながら、大学外では捨象されてしまう調査が、大学構内という空間である
からこそ可能とできる空間、ともいえます。このような利点を十分に意識しながら、これから
も調査研究を続け、成果の活用に知恵を絞りたいと思っています。

ご清聴ありがとうございました。 20


